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午前９時30分開議 

○議長（深見 忠生君）  皆さん、おはようございます。 

 本日は委員会開催日で本会議は休会の日ですが、市長より開議請求があり、特に会議を開く必

要があると認めたので、壱岐市議会会議規則第１０条第３項の規定により会議を開くことにしま

す。 

 倉元強弘議員、小園寛昭議員から欠席の届け出があっております。 

 ただいまの出席議員は２４名であり、定足数に達しております。 

 これより議事日程表（第４号）により、本日の会議を開きます。 

 議事に入る前に報告いたします。本日、長田市長より追加議案の送付があり、議事日程にあげ

ております。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第４３号 

○議長（深見 忠生君）  日程第１、議案第４３号壱岐栽培センター建築（本体）工事請負契約の

締結についてを議題とします。 

 ただいま上程しました議案について、提案理由の説明を求めます。長田市長。 

〔市長（長田  徹君） 登壇〕 

○市長（長田  徹君）  皆さん、おはようございます。 

 先般、全協でもお話しましたが、実は５日に提案するようにいたしておりましたが、諸般の事
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情によりまして、きょうの提案となったわけでございます。 

 提案理由につきましては、担当より説明をさせますのでよろしくお願いを申し上げます。 

〔市長（長田  徹君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  西村産業経済部長。 

〔産業経済部長（西村 善明君） 登壇〕 

○産業経済部長（西村 善明君）  議案第４３号について御説明をいたします。 

 壱岐栽培センター建築（本体）工事請負契約の締結について、壱岐栽培センター建築（本体）

工事請負契約を下記のとおり締結するため、地方自治法第９６条第１項第５号の規定により、議

会の議決を求めるものでございます。本日の提出でございます。 

 契約の目的、壱岐栽培センター建築（本体）工事、契約の方法、指名競争入札、契約金額、

７億３,８９９万円、契約の相手方、壱岐市芦辺町箱崎中山触８２８番地１、株式会社なかはら、

代表取締役、野見山茂生。 

 提案理由でございますが、壱岐市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関す

る条例第２条の規定により、議会の議決を得る必要があるものであります。 

 次をお開きいただきたいと思います。工事内容でございますが、貝・ウニ類飼育棟１棟、管理

魚類飼育棟１棟、機械・電気棟１棟、取水ポンプ棟１棟、海水取水施設１式でございます。工期

でございますが、契約発効の日から平成２１年１月３０日までと、入札状況につきましては、記

載のとおりでございます。 

 次をお開きいただきたいと思います。今回の施設の平面図でございます。 

 次をお開きいただきたいと思います。この施設の完成に伴いますところの鳥かん図でございま

す。これに伴います中間育成漁種及び数量でございますが、アワビ３４万個、アカウニ２０万個、

カサゴ１０万尾を育成するようにいたしております。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

〔産業経済部長（西村 善明君） 降壇〕 

○議長（深見 忠生君）  これから議案第４３号壱岐栽培センター建築（本体）工事請負契約の締

結についてに対する質疑を行います。質疑ありませんか。２２番、近藤議員。 

○議員（２２番  近藤 団一君）  参考までに、建てた後、いろいろ耐用年数とか減価償却とかあ

るんですが、今後当面、四、五年、維持管理、運営費等、どの程度見込んであるのか、ちょっと

お聞きをいたします。 

○議長（深見 忠生君）  西村産業経済部長。 

○産業経済部長（西村 善明君）  ただいまの御質問につきましては、水産課長の方より説明をさ

せます。よろしくお願いします。 
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○議長（深見 忠生君）  後藤水産課長。 

○水産課長（後藤 満雄君）  ただいまの質問につきまして説明をいたします。 

 おおむね１年間７,０００万円ほど予定いたしております。 

○議長（深見 忠生君）  ２３番、牧永議員。 

○議員（２３番  牧永  護君）  最近、設計の外注が多い。もう少し自分たちでできないものか。

今回も特殊な工事が多いということで外部に委託してありますが、予算もあることだし、ある程

度の金額を示して設計に委託されたと思います。設計終了後積算をされるわけですが、その積算

をもとに、市長部局が入札金額を決定されると思いますが、そのように受け取って間違いござい

ませんか。また、そういうふうであれば、設計会社に設計金額等の守秘義務はあるのかどうか、

そこもお尋ねしたいと思います。 

○議長（深見 忠生君）  後藤水産課長。 

○水産課長（後藤 満雄君）  ただいまの質問にお答えをいたしますが。 

 一応市としましては、全体事業費を国から内示を受けておるわけでございます。これに基づき

まして、コンサルさんの方にお願いをいたしたわけでありますけどが、一応、直接工事費までコ

ンサルさんの方で積算をしていただきまして、それ以上は壱岐市の方で積み上げをいたし、そし

て事業費を算出いたし、入札にかかっておる、そういう状況であります。 

 守秘義務につきましては、当然コンサルさんの方につきましてもあります。 

○議長（深見 忠生君）  ほかに質疑ございませんか。１番、音嶋議員。 

○議員（１番 音嶋 正吾君）  私は、当工事の入札方法に関して、ひとつ検討すべき余地がなか

ったのかということで質問をさせていただきます。 

 当工事には、新聞紙上にも出ておりました、長崎新聞にも出ておりました、談合情報が当局に

寄せられたと。そして、警察当局に見せられたというような説明がございました。 

 そうした中、こういう事態がなぜ発生するのかという要因を考えてみました、私なりに。そう

した場合に、これは一括発注です。例えば、そうしますと、県当局であれば１億５,０００万円

以上の工事に関しては、一般的にＪＶないし一般競争入札の形式を採用いたしております。そう

した場合、例えば、壱岐市の業者さんに受注をしていただき、やっぱり地元の発展に寄与しても

らうためには、例えば方法として、建築の皆さんを代表者でして、そして設備、電気の皆さんを

それぞれに組み合わせるＪＶ形式も考えられたんじゃないかと。そしてまた、建築業者さんを一

つとして、そして電気、設備を分離発注する。それでコスト高になるというような説明であれば、

総合的な事業費で直行で案分できるわけですから、全体の経費の中で。そうしたことも検討され

なかったのかなと考えるわけですが、この件に関して見解を承りたいと思います。 

○議長（深見 忠生君）  澤木副市長。 
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○副市長（澤木 満義君）  １番議員にお答えをいたしますけども。 

 当然指名委員会を開催いたしました。その中でＪＶ等についても協議をしたところでございま

すけれども、設備、それから電気等につきましてもシステム的なものが多うございまして、ここ

は分けるべきじゃないというような指名委員会の中の判断に立ちまして、こうした一体的な入札

になったところでございます。 

○議長（深見 忠生君）  音嶋議員。 

○議員（１番 音嶋 正吾君）  当局はそういう判断のもとに実施をされたと、私も認識をいたし

ております。しかし、こういう情報が寄せられるということは、その中に、皆さんが不満な方が

いらっしゃるから、こういう形で出てくるんじゃないかと私は思うんですね。一支国博物館のと

きもそういうふうに申しました。壱岐市の業者がとれないような状態になっているじゃないかと。 

 そうした場合に、例えば今言いますように、電気業界の方も皆さんいらっしゃいます。そして、

設備業界の方もみんないらっしゃいます。そうした方に広く入札に参加していただけるような形

をやはりとるのは、行政側、執行側の責任ではないかというふうに私は考えるから、ここで質問

をしておるわけであります。そうしたことを踏まえて、答弁をもう一度お願いをいたします。 

○議長（深見 忠生君）  澤木副市長。 

○副市長（澤木 満義君）  １番議員仰せのとおり、今後につきましては、十分その辺も配慮しな

がら考えてみたいというふうに思います。ただ今回の場合は、それぞれ建築、それから給排水等

につきましても、業者数の中で建築が９社で済ませているときに、ほかの部分につきましては数

が足らなかったりとかいうようなこともありましたけれども、今後は十分その辺は考えながら検

討してみたいというふうに思います。 

○議長（深見 忠生君）  ほかに質疑ございませんか。２４番、赤木議員。 

○議員（２４番  赤木 英機君）  今、皆さんいろいろ意見出ています。そしてまた、私の耳にも

業者をおやめになった方等からいろんな情報が入っておりますが。実はそういう方も過去、こう

いう談合というのをやはりしてあったそうです。これは必要悪としてやっとったと。しかし、近

ごろのどうも話し合いというのは、強制的に大きいのが小さいのに「おれの言うこと聞け」とい

うような方法でやっておるじゃないかと。「おまえたち、それ、わからんか」と、非常におしか

りを受けましたけど、私も興信所じゃありません、いろいろ調べてはおりませんが、だれが見た

って、私も長く議会させていただいておりますけど、約これは１００％。そしてまた今、音嶋議

員も質問いたしましたように、これ電気、それに施設等いろいろ専門的なものがあるわけですが、

今のいろんな見積もり等でこれだけ、１社でそれだけの１００％の積算ができるものか、私は素

人でわからんわけですが、非常にこれだけ情報が、いろんな疑惑が世間にも出ていまして、業者

間いろんな、耳に私入るわけですが、それで執行の方がすんなりと「そうですなあ」と言われた
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ものか、私はどうもそれが。 

 このように金を今後使っていきますと、これは執行残一つもないわけですから、今後は何の仕

事も、剰余金というのも浮かないわけですよ。そうしますと、もうそれだけ予算を立てた──税

金といいますか、そういうのを全部投げ出してしまっているような状況ですね、今。そうなりま

すと、今、市が苦しいという状況の中で、こういう仕事を淡々としてあったら、今後壱岐はどう

なるかも……、明らかに先は見えておるんじゃないですか。市長、ちょっと答弁を、その点お願

いします。 

○議長（深見 忠生君）  長田市長。 

○市長（長田  徹君）  今、入札に対してのやり方で、これでは財政がどうのこうのと言われて

おりますが、これは予定──大体設計金額が決められておりまして、それに基づいてやっている

わけでございます。そして、予定価格以内だったら落札できるような仕組みでございます。 

 今までずっと入札をしておりますが、かなり予定価格より下回ってやっております。その統計

も今度出させます。そういう状況で、僕はなるべく最小の経費で最大の効果ということで、私は

それを実行している自覚・自負を持っております。 

 以上でございます。 

○議長（深見 忠生君）  赤木議員。 

○議員（２４番  赤木 英機君）  それはわかりますよ。予定価格より上回ったら落ちるわけない

んですから。予定価格の範囲で、それだれでも落札されるわけです。 

 私が申し上げているのは、その中に──今、こう厳しいときはなお、業者間、早く言えばたた

き合うわけですよ、言葉悪いですけど。もう島外なんかの業者ですと７０％ぐらいでやっている

んですよ、仕事を。それでもなかなか仕事が入らないという、厳しい。こういうだれが見たって、

こういう神わざみたいなような落札がありますか。私は、その点がどうも腑に落ちないわけです

が、何かございましたら。 

 それはだれも、今市長の答弁のように、だれも見積もり価格より上の札を入れて落ちるわけな

いわけですから、どういう素人でもそういうことはわかっているわけですよ。私が申し上げてい

るのは、執行というのはいかに執行残を残すか、それが今までの大体課題であったわけですよ。 

 いろいろこれを私がここで論議しましてもなんでしょうけど、執行の権限と言われればそれま

ででしょうけど、議会としてもやっぱりチェック機能を持たないと、いろんな問題生じて今まい

っておりますし、そして、これだけいろんな疑惑の情報があふれていましたら、私たちもすんな

り「はい、そうですか」というわけにいかないわけですね。いろんなところに飲みに行っても、

「おまえたちは何をしとるか」と、「おれたちこういう情報知っとっとぞ」、こういういろんな

指摘をされるわけですね。これは執行に申し上げてもなんでしょうけど、どうも私としては腑に
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落ちませんが。 

○議長（深見 忠生君）  長田市長。 

○市長（長田  徹君）  赤木議員の言われるのは、御心配も本当、私もそのように思っておりま

す。今、先ほども申し上げましたように、予定価格から落札の比率も、かなりこの４年間では差

額があっているのではなかろうか、そういうような自覚を持っております。いろいろと入札のあ

れで、想像というものはいろいろ浮かぶわけでございますが、これはもう正規のとおりの入札の

方法でして、正規の内の金額で落札しているわけでございますので、ルールどおりに行っている

わけでございますが、議員が言われるのは、もう十二分に私もわかっておりますので、そういう

形で今までやってきている自負ではおります。本当、議員が言われるのは十二分に理解をいたし

ております。 

 以上でございます。 

○議長（深見 忠生君）  ほかにありませんか。１２番、中村議員。 

○議員（１２番  中村出征雄君）  参考までにお尋ねしますが。 

 全体の工事を１００とした場合、建築、そして電気、施設、それぞれ３工種でどういう割合に

なっておるのか、説明いただければと思っております。 

○議長（深見 忠生君）  後藤水産課長。 

○水産課長（後藤 満雄君）  ただいまの質問にお答えをいたします。 

 建築が全体の約４５％であります。それから、機械設備関係が２５％であります。電気関係が

１５％であります。それから同じく、土木関係に類しますのが１５％であります。 

 以上の比率でございます。 

○議長（深見 忠生君）  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（深見 忠生君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第４３号は壱岐市議会会議規則第３７条第２項の規定により委員会付託を

省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（深見 忠生君）  異議なしと認めます。したがって、議案第４３号は委員会付託を省略す

ることに決定しました。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（深見 忠生君）  討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４３号壱岐栽培センター建築（本体）工事請負契約の締結についてを採決しま
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す。 

 この採決は起立によって行います。本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（深見 忠生君）  起立多数です。したがって、議案第４３号壱岐栽培センター建築（本

体）工事請負契約の締結については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（深見 忠生君）  以上で本日の日程は終了しました。 

 これで散会をいたします。 

午前９時50分散会 

────────────────────────────── 


